
東南アジア研究 17巻 1号 1979年6月

/I
JJ
､
＼≠

- ～

～- ､し㍗＼･ご＼＼＼､＼､ ､こ＼＼一､､､ ､＼､ ＼ ､＼ ､･"＼＼､､:"＼
･､ ､､､ ､､､ ＼＼ ､､ ､､､ ､ ､､､J~､､JI､､へご

㌦ヽ

-

≠へ
､

ヽ

IJ
I,

こ ト ナ

一ヽ小Lヽ ､ヽ＼ヽヽチi-′ム

＼＼ヽ･. ＼＼ヽ
､＼､ ､＼､ ､ヽ

＼ ､＼ ＼ ＼ ＼ヽ､

ム 碍 民 族 俗 字 謙 寮 幡 酷 め 構 造 を 接

＼ヽ ＼ ＼ l l＼ヽ←t

＼＼＼＼ヽ

冨 田

＼ 1. .Lヽヽ＼＼ヽ ＼＼ヽ､ ､､＼＼

＼＼＼-＼≠､ " ､､≠＼ ､ヽ≠､

健 次 * *

､＼＼ ･､.Ⅶ Lこ"";::h､､ミニ
l＼＼ ＼＼＼ ＼＼ヽ＼＼
＼ヽ＼＼" ≠､-ヽk､

､い ､L ､J ､､､ ､､
I

､≠ヽ､ ､､､ベヽ､､ ＼≠＼＼"ヽ

ChtiN6m,theFormerVietnameseDemoticScript

-ItsStructureandOrigin-

KenjiToMITA**

C̀h荘N6m,'theformersystemofwrLtlnglnVented

by borrowlng tlle principlesand formsofthe

Chinesecharacter,really means"vulgarscript"

or̀ s̀outherncharacter,"incontrasttD C̀h荘Nho,'
meanlng"Confucianistscholars'scrlPt."

Ihavebeenconsidering why C̀h荘 N6m'was

notestablishedastheVietnameseorthographylike

thesimilarJapanesedemoticscriptnanabutwas

replacedbyQ̀u6cNg任,'meaning"nationalscript,"
whichwasinventedbymodi丘cation｡ftileRoman

alphabet. Recentlylnoticedthataslongas̀Ch荘

N6m'dependedtoalargedegreephc･neticallyand

semantically on theChinesesystem itwasim-

possibleformostofthepeople,whowereblinded

Ⅰ は

ある民族の文字の歴史を見ると,その民族

の経て来た足跡が透かし彫 りにされていて興

味深いものである｡文字はその民族の歴史を

鋭敏に反映するものなのである｡

世界の諸言語の中で類を見ないほど複雑な

組織を有する日本語の文字-正書法も,その

*ChiiN6m.

**大阪外国語大学タイ ･ベ トナム語学科;Thai&
VietnameseDepartment,Osaka University or
ForeignStudies,Osaka,Japan
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bytheirgovernorandhadalmostnochancetolearn

Chinese itself,to master itcompletely. And,

paradoxically,Justbecauseitremainedvulgar,Its

rat∫ond'2trewastoexpressracialromanticism.

Inotherwords,almostallVietnameseintellectuals,

mostofwhomwereI)ilingual,neverhopedthatthe

scrlptWOuldbefosteredasanationalorthography.

Ifthisistrue,itisevidentthatthescriptplayed

averyImportantroleineverysphereinVietnamese

history. ScholarsofVietnam should,therefわre,

ComprehenditssystemandstructureandlifpossibleJ
investigateitsorlglnandhowitchangedineach

periodofhistory.

じ め に

例にもれず,日本民族の成立から今日までに

至る長い歴史のシワを深 く刻み込んでいると

言える｡ ｢創造することなき日本民族｣ など

と外国人に蔭口を叩かれる日本人が,その加

工能力という最大の武器を縦横に駆使 して中

国文化をどん欲に吸収し,その文化の媒体で

あった漢字を見事に自家薬篭中のものにして

しまったことは余りにも有名なことである｡

日本民族の歴史の大部分が中国文化との格闘
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の歴史であったことを,これほど如実に証言

してくれるものがはかにあるであろうか｡現

代正書法に目を向けるまでもなく,漢字その

ものは音訓両様に利用され,主として活用部

分にはこれまた漢字を簡略化 して字母化 した

｢平仮名｣を使用 し,さらにまた外来のことば,

外国語の読みにはこれまた漢字の一部をその

まま借用 したり簡略化したりして作った ｢片

仮名｣を用いるという実に軽わざ師的表記法

をいとも簡単に使いこな しているのである｡

ところが,このような複雑な組織が形成され

るまでの過程は,上述のどとく実に単純その

ものであったのである｡

同じく中国文化圏-漢字文化圏1)の一角を

占める朝鮮に目を転じてみれば,日本が地理

的に,海といういわば ｢クッション｣を置い

て中国と対時し,比較的悠長にその文化を吸

収することが可能であったのと異なり,朝鮮

は陸伝いに中国と直接相対時 しなければな ら

ず,その文化的,政治的脅威は比較にならな

いものがあったはずである｡その言語の歴史

を見ても,日本人が中国語-漢語を十分に客

体化し ｢万葉仮名｣や ｢書き下し文｣などに

見 られるように,日本語に十分適合するよう

な形で徹底的に利用 し尽くしたのとは異なり,

朝鮮語においては,言語の構造としては日本

語と酷似 しているにもかかわ らず,そのよう

な試みはごく限られたものであり,多くは生

のまま,純粋な形で中国語を接受 してきたと

言われる｡2)そして,この傾向が一転 して民族

言語の愛護-と変ずるには,1443年の-ング

ル (大いなる文字)の創製を待たなければな

らなかった｡この文字は周知のように日本の

仮名とは全 く異なり,たとえそれが漢語音韻

学のベースの上に形成されたものであったと

しても,全 くの独創と言え,民族の見事な創

作であった｡以後,日本語と同様に漢字併用

の時代が久しく続 くが,1949年に北部朝鮮で

は漢字を全廃 し,文字通 り正書法の確立に成

功 している｡この民族の文字の歴史にも,や

はり中国文化との格闘の歴史の足跡が明白に

刻印されていると言えよう｡

Ⅱ 『字 晴』の 定 義

漢字文化圏の一角を占めるもう一つの勢力

は言うまで もなくベ トナムである｡ 東アジア
はざま

文化圏と東南アジア文化圏のいわば間に位置

しているベ トナムは,多くの民族の吹き溜 り

という点では日本とも相似た環境にあったが,

中国と陸伝いに相接するという厳 しい地理的

条件の面では,むしろ朝鮮のそれと酷似して

いたと言えよう｡ベ トナムも朝鮮同様,中国

による長い政治支配の下に坤吟 しつつも,そ

の中か ら独自の文化を花咲かせたことは周知

のことである｡言語的に見ると,日本語と朝

鮮語が孤立語的性格の強い中国語とは異なり,

1)このような呼び方については,亀井孝等編
1963.『文字とのめぐりあい』(日本語の歴史2)
平凡社;藤堂明保 1971.『漢字とその文化圏』
(中国語研究学習双書3)光成館などを参照｡
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アルタイ語的勝者性の言語であり,両者 とも

極端な言語的同化は受け難かったのに比べ,

ベ トナム語は中国語と同類型の言語に属し,

常にその同化の脅威にさらされていたのであ

る｡3)その文字の歴史を見ても極めて象徴的で

ある｡紀元前 111年に中国の支配下に入り,

1075年に科挙の制度が始められ,漢字が正式

の文字となって以来,1915年 (中部では1918

年)にその制度が廃止されるまで実に840年

2)たとえば,河野六郎 1968.｢朝鮮の漢文｣『中
国』第53号,pp.8-17などを参周｡
3)ベトナム語の構造については,三根谷徹 1955.
｢安南語｣『世界言語概説 (下)』研究社,pp.
833-870;L.C.Thompson 1965.A Vt'ctnamesc
Grammar.Seattle;冨田健次 1977.｢ベトナム
の言語｣『ベトナム』アジア･アフリカ研究所編,
水曜社などを参照｡
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もの間漢字を正式の文字,漢文を正式の文章

としてきたのである｡4)つまり,ベ トナム人知

識人にとっては漢文-中国語に精通すること

は絶対不可欠の条件であり,極言すれば母国

語を知ること以上に重要なことであったので

ある｡そ して文字を知るということは実は漢

字を知ることにはかな らなかったのである｡

自国語表記

- の 欲 求

だが,一部の自覚 した知識

人の問に,日本人や朝鮮人

同様,当然,自国語を表記

したいという欲求が起 こって くる｡その時ベ

トナム人は日本人と同じようにす ぐ手近にあ

った漢字を用い何とか工夫 してこれを表記 し

てみようと思いついた｡それが 『字晴』とい

う文字の起 こりである｡5)
チユーー･ ノム
『字』は文字通り｢文字｣を意味 し 『晴』は

ナム

｢話 し言葉の｣もしくは ｢(中国に対する)南

の｣6)を意味 し,全体で ｢話 し言葉の文字｣ま

たは ｢南 (国)の文字｣ 7)の意味を持ち,正式の
チユー･･

文字である ｢儒学者の文字｣を意味する ｢字
こヨー
儒｣8)と対立する｡9)

ところが,この試みは日本語のようには成

功 しなかった｡口本語は多音節の言語であり,

4)三根谷徹 1968号漢字からローマ字--ベトナ
ムの文字｣『月刊百科』70,pp.13-28.
5)『字晴』の発生は中国人によって先鞭をつけら
れたのかも知れない｡たとえば,陳字 『使交州

レークイドン キニング丁ソティエウルック

詩集』(裂貴惇 『見 聞 小 録』所収)14世紀
初や 『安南諾語』 (『華夷評語』中)14-17世紀
(?)に見られるような中国人による表記法が先
行し,のちに徐々にベトナム人による工夫がこ
らされたのかも知れない｡冨田健次 1978.『ベ
トナムの `̀民族俗字"｢字晴｣の研究方法とそ

の意義』大阪外国語大学タイ･ベトナム語学研
究室,pp.3-4.

6)｢南風｣を意味する現代ベトナム語はgidnamで
あり,namが｢南｣nam の靴音とするならchii
n6mのn6m もna-の靴音と考えることができ
よう｡

′ヾツククオツク

7)ベトナム人は自分の国のことを,中国-北 国
に対して南国Nam qu6Cまたは mrbcNam と
昔から呼びならわしている｡

8)chG･nhoまたは ch荘Han｢漢字｣O(ベトナム
チユ-ハン

語の語順では ｢字漠｣)｡

その音節一つ一つに類似 した音形を持つ漢字

を当てはめてい くという万葉仮名方式で,文

字と音の間に一定の約束を成立させ,同時に

簡略化,字母化が図 られた｡その使用者にと

っては一定の数の漢字 もしくは簡略化された

漢字-平仮名をさえ記憶 しておけば,それで

十分,母語の一昔一昔を表記することができ

るのであり,必ず しも漢字そのものの音義に

わたる知識は必要としない｡ しかし,ベ トナ

ム語の場合は中国語同様に単音節孤立語型の

言語に属 し,表語文字を擁する中国語 と全 く●●

同様に,一語一語に孤立的に固有の文字を要●●●●
求するのである｡つまり,理論的に言えば,

無数の音節にそれぞれの文字を要 し,同音の

音節があっても意味が異なればその数だけの

文字を要することになる訳であるO しかも無

数の中国語か らの借用語･をかかえ,それを原

形のまま表記 しつつ日本語のような ｢仮名ま

じり文｣式に表記するとなると,どれが本来

の漢字でどれが 『字晴』であるのか区別がつ

きにくい｡また 『字晴』の表音部分も表意部

分 もすべて漢字の音義に拠っており,漢字の

素養がなければ全 くお手挙げであ り,一部で

言われるように,せ っか くの民族文字を一部●●●●
の支配者が禁 じたり,文献を燃やしたりした

ためにその発達が止まり,大衆への普及がな

らなかった10) などという性格 の ものではと

うていあり得ない｡ 『字晴』は支配者の支配

の道具であった漢字 と正に表裏一体を成すに

過ぎない別種の道具であり,漢字に精通 した

9)『字晴』の定義については,NguyさnDinhHda
1959. "Ch荘N6m- TheDemoticSystem of

WritinginVietnam,"JournaloflieAmerica7t
Orie71taZSociety,Vol.79,No.4,pp.270-274;

NguyさnKhacKhan 1974."Ch任N6morthe

formerVietnamesescrlPtanditspastcontri-

butionstoVietnameseliterature,"Areaand
CuZtureStudie∫,No.19,TokyoUniversltyOf
ForeignStudies,pp.171-189などに詳しい｡

10)Tr五･nV昆nGiap1969. "Ll叩CkhaovさnguBn
g6cch荘N6m," Ǹghienc血uLichsふ,'S6127,
tr.22.
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知識人層の民族主義的ロマンティシズムの表

白の手段としては極めて有効であったにもか

かわ らず,漢字 ･漢文に無縁の一般大衆には

｢絵に描いた餅｣ にも等 しい普遍性のないも

のであったことを率直に認めなければな らな
おもて

い｡11)表を成す漢字が廃棄されれば当然その

裏にある 『字晴』も生き残れるはずはないの

である｡つま り裏は表を透かしてしか見えな

いものであったか らである｡逆説的に言えば,

bilingualismを条件 とするベ トナム知識人た

ちにとっては,む しろこの俗字は俗字のまま

であったからこそ存在意義があったのであり,

彼 らの民族主義の発露という点では十分有効

な役割を果たしたのである｡

この俗字を正式の文字 として採用 しようと

して空 しく努力 した人がベ トナムの歴史上に
チヤン

は何人か存在する｡陳朝(1225-1339)を倒 し
ホ- ホー

て1400年ちょうどに胡朝(-1413)を建てた胡
タイ1)- 3イソン クワンチユン グエンフエ

季犀,西山党か ら出世 した光 中君院恵(18世

紀末)であり,さらにはこのことを強 く皇帝に
トサドゥツク ダエンチユオントー

建議 した嗣 徳 帝治下の学者 院 長 酢(1827

-71),さらには『字晴』の創作を勧奨 した り
レータイントン チンキエム

自らも筆を握った繁 聖 宗 (1442-97),鄭 検
レ-クイドン

(16世紀中),袈貴惇 (1726-84)などがあっ

た｡12)しか し,彼 らの努力が全 く報われなか

ったのは上述のように当然の帰結であった｡

そして次代の民族主義を支える普遍的文字と

してこれに取 って代 ったのは皮肉なことに西

洋植民地主義者たちのもた らした世界的表音

文字-ローマ字であった｡これは日本の ｢平

仮名｣ と同様に,音と文字との間の一定の約

束を覚えさえすれば誰にでも使用することが

でき,急速に民衆の問に浸透 し,とくに1945

年の8月革命以後は文盲を一掃 し,13)正書法

としての地位を獲得 したのであった｡ それま
クオツクグ-

で 『字晴』を指すのに用いていた『国 語』14)

という称号を,彼 らは何の惜 し気 もなくロー

マ字正書法に譲 ったのであった｡15)

Ⅲ 『字 晴』の 意 蕎

『字晴』は上に述べた通り漢字のいわば亜流

に過ぎず,文字それ自体の性格 としては何 ら

興味を引 くものではない｡16) しかし,にもか

かわ らず この文字の研究の重要性が叫ばれる

のは,この文字がベ トナムの歴史において果

た した役割が決 して小さくないか らであり,

この文字の研究もしくはこの文字によって書

かれた諸文献の綿密な研究なしにはベ トナム

ll)冨田 ｢前掲論文｣pp.185-189･
12)川本邦衛 1977.｢鳥轍ベトナム文学論｣rベト
ナム』アジア･アフリカ研究所編,水曜社,p.221;
DinhCia Khanh,BbiDuyTan,MaiCao
ChlJαng1978. Ⅴ̀昆nViHocetNan-Thさk㌢X
n丘adauthさkFXVIII.'TをpI,NXB.D 争ihoc
vaTrungh9cchuv8nnghi阜p,pp.226-227;冒
田｢前掲論文｣p.186.

13)川本邦衛 1966.｢現代ベトナムの教育と文化-
クオツク･グーを中心として｣『世界の文化14
東南アジア』河出書房｡
14)qu6cng任.日本語で言う｢国語｣とは意味が異
なり純粋に ｢国字｣の意味である｡
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研究はいずれの分野において も全 く不完全な

ものに終わると言っても過言ではないか らで

ある｡その理由を一言で言えば,この文字が

漢文-中国語を表記 したのではなく,正に民

族語-ベ トナム語を表記する唯一の手段であ

ったか らにはかならない｡

まず歴史研究の分野か らその重要さを見る

と, この文字はいわゆる正史を書き記すため

15)今日のローマ字正書法の原形とも言える,現存
最古の辞書は,AlexandredeRhodes1651.Dill
tionariumannamiticum,Zu∫itanumezZatinum.

Rome(東洋文庫所蔵)であり,この普及に最大の
功績を成したベトナム知識人はP.J.-B.Truung
VinhKタ(1837-98)とHuinhT阜rlhPaulusCaa

(1834-1907)であるO三根谷徹 1972.F'越南漠
字音の研究』東洋文庫論叢第五十三,pp.32-33.

16)その点では他の ｢疑似漢字｣と言われる西夏文
字や契丹文字,女真文字とは根本的に異なる｡

西田龍雄 1973･｢疑似漢字について｣Energ ,
Vol.10,No.2,pp.36-42.
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にはもちろん利用されることはなかったが,

ベ トナム語そのもので,しかも詩の形で書か

れ,吟じられた歴史長篇叙事詩の類が数多 く

存在し,それらは皇帝の命によって編まれ,

外国語である漢文によって書き留められた正

史と正に好一対を成すものであり, たとえ史

的資料としての価値に乏しいとは言え,ベ ト

ナム人白身の歴史観を十分に窺わせるもので

ある｡ その代表的作品は言うまでもなく,
ダイナムクオツクス-ズイユンカー レーゴーカット ファムデイン トアイ

『大南 国 史 演 歌』袈呉 吉,:泊 廷 件,
トウドウツク
嗣 徳 23年 (1870)

であり, またその原形とも言われる,
ティエンナムグールック

『天 南語 録 』作者未詳,17世紀末

である｡17)しかもそればか りでなく,歴史のあ

る時点における証言とも言える詔赦,公文書

の類,商業通信なども数多く『字噛』で書き留
められていることを私たちは忘れることがで

ズイタン ドンズー

きない｡今世紀の初め,維新会を起 こして東遊

運動に先鞭をつけ,同胞に抗仏救国を訴えた
フ丁ンボイチヤウ

滞 僻 珠(1867-1940)の『海外血書』には六八
クオツクグー

体18)による『字晴』と『国 語』が付されており,

青年たちの心をゆさぶったという事実一つ見

ても,この文字およびこの文字で記されるベ

トナム語が,いかに深く歴史とのかかわりを

持ってきたかを窺わせるに十分である｡

文学で果 た
し た役割

また,文学の分野で果たし

た 『字晴』の役割はとりわ

け大きい｡ベ トナム語が中

国語同様,藷文に非常に適 した言語であり,

しかも長い間中国語詩(漢詩)の世界になじん

できたベ トナム人が自らのことばによる文学

の形態により多く詩を選んだとしても何 ら不

ティエソナムグールック サイエツトスークオツクダー サイエツトス-

17)『天 南語録』- 『地 史 国 語』一･『地 史

嵩 転 落 敷 一 隊琵 韻 竃 ク盲 板 』 - 『笑

南 国 史 演 歌』の順に完成されたものと推論
されている｡川本邦衛 1967. 『ベトナムの詩

と歴史』文萄春秋社,p.62･
18)thさltlC bat.平伏の交替を行いっつ六言と八言
の詩句が脚韻と腰韻を踏み合って交互するベト
ナム独得の詩形式｡

恩議なことではない｡換言すれば, 漢詩に十
ハンヴイエツト

分鍛えられたことによって ｢漢 越 文学｣19)

とで も言える,外形は漢文であってもその中

身は極めて民族的な独特な世界が既に形成さ

れていたのであ り,ある刺激によって加速度

的に民族語による詩が噴出する下地は十分に

作 られていたものと考えられる｡唐律をより
ハンルアツト

ベ トナム的に改変 した韓待 20)を生み出し,の

ちにはそれを基礎にさらに独特な六八体,双

七六八体21)による詩型を完成させ,国語詩,

国音詩としての独自の世界を創 り上げたので

あった｡これを文字通り支え,はぐくんでき

たのが,とりもなおさず 『字晴』であったの
である｡

国語詩の創始者として,ベ トナム人はよく
ハン グエン トウエン
韓(玩 )詮 (13世紀末)の名を挙げる｡それ

は以下のような歴史書の記述に拠っている｡
ニヤム ゴ テイエウパオ

(1) 壬午 紹 宝 四年 (1282年･-･筆者)
チヤンニヤン トン

秋八月, 有鯉魚至浪江,帝 (陳 仁 宗--
ヒン ポ トウオントウー

筆者)命刑部 尚 書 院詮為文投之江中,
ハン ダイ

塵魚自去, 帝以其事類韓愈,賜姓韓 『大
ゲイエツトスーキーートアン トウ一

越 史記 全 書 』巻5.57

(2)院詮海陽青林人,善為国語詩賦, 人多
カムデイン

数之, 後為国音詩日韓律者以此 『欽 定
ゲイニットスー トンサムクオンムック

越 史通鑑 綱 目』巻7.26a
ハイドンチー

(3)我国文字多用国語, 自詮始 『海東誌
ルオツク

略 』A103.38
7アンプイチユー リツクチエウヒエンチエオンロアイチー

また 清 輝 注 の 『歴 朝 憲 章 類 志』には
フイーサ-タツプ

彼の国語詩集『披 沙 集 』の名を留めているが

残念ながら今日にまでは伝わっていない｡ そ
チヤンクイントン

の他, 国語詩の達人として史書は,陳 聖 宗の
ノイティホックシー グェンシーコ-

内侍 学 士を務めた院 士固 (13世紀末-14世
チャンミン トン タオツタトゥーサーム トウーギエツブ

紀初)や 陳 明宗治下の 国 子 監 司 業 の
チユー丁ン ホ-クイl)一

朱 安 (14世紀),前章で挙げた胡季題 (14世

19)DinhCiaKhanheta1.,Optcii.,p.220など参照.グエントウエン ハン1･ウエソ
20)国語詩を創始したと言われる院 詮 - 韓 詮
の名に因んでこのように呼ばれる｡本文後段落
参照｡
21)th毒songthatltlCbat･注18)で述べた六八体の頭
に七言の二句が冠せられるやはりベトナム独得
の詩型｡18)参席｡
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紀末-15世紀初)の名を留めている｡しかし,

彼 らの作品は何一つ後代に伝わっていず,彼
チヤン

らの生きた陳 時代に国語詩 が実際に確立し

ていたものか否か十分な証拠とは成 し得ない｡

しかし,現存する最古の 『字噛』文献として
グェンチヤイ

H.Masp6ro22)の挙げる院 薦 (1380-1442)
ザーフアンカー クオツクアムティタップ

の 『家 訓 歌』の存在と彼の 『国 音詩 集 』

などの 『字晴』作品群, また彼が仕えていた
レークイト- ホークイリ一

変太祖の求めに応じて胡季犀の 『字晴』手詔

および詩文を蒐集 して献 じたという史書の記
ダイケイエツトスーキー トアントウ-

述 (『大 越 史記全 書 』巻11.38a)などを
チヤン

考え合わせてみると,やはり陳 時代には既に

国語詩が十分確立していたと見るのが妥当な

ように思われる｡
チヤン

ともあれ 『字晴』文学は恐 らく陳 時代(13

世紀初-14世紀末)から今世紀初めまで連綿

として生み出され続けてきたのであり, それ
チユークオツクグー

がさらに現代正書法である『字 国 語』に翻

音され広 く読み継がれていることは周知のこ

とである｡『字晴』のベ トナム文学史上に果
たした役割は実 に測り知れないものがあると

言えよう｡

一方,言語学の分野からこの文字を見ると,

やはり何と言ってもこの文字がベ トナム語を

表記する唯一の手段であったという点で重要

である｡ベ トナム語の変額上の変遷, 語嚢の

交替,句法における変化などそこに含まれる

問題は少なくなく,かつ魅力的である｡しか

し,とくに音韻の変遷という問題に限って見

た場合,以下のような最低限の認識を持つこ

とが必要であると思われる｡ 第 1は,この文

字には時間的限定が加えられないことである｡

この文字はある一定の時期に突然作られたも

のではなく,長い期間,もしかしたら千年以

上もの間の蓄積によって作 られたものである｡

しかも周知のように文字は極めて保守的で強

い伝承性を持つものであり,個々の文字をあ

る特定の時代のものとしてその背後の音韻を

追求することは極めて困難である｡23)第 2は,

地域的限定を加えることができないという点

である｡換言すれば,都に限らず各地に住む

人々の個人的な主張,私的な晴好が入り込む

余地が極めて多かったということである｡ こ

れが 『字晴』の体系化を許さない理由の一つ

でもあった｡ 第 3に,この文字そのものの性

格上の欠陥であるが,この文字が漢字と同様

に表意性もしくは表語性に大きく依存するも

のであり,表音的要素が相対的に小さいこと

である｡つまり,字の背後にある音はあくま

で暗示に過ぎず,それを正確に読み取ること

が困難であるという点である｡24)しかもそれ

が漢字の音-中国語音に全面的に依存するも

のであり,その音韻解釈上私たちは二重の障

碍を背負っていると言わなければならない｡

上のような認識は 『字晴』研究においても

『字晴』文献の翻音,解釈においても不可欠

なことなのである｡これを克服する若干の方

法についてはのちに詳述することにしよう｡

Ⅳ 『字 晴』の 構 造

今日,『字晴』研究の重要さが各方面から叫
ばれているにもかかわらず遅々として進展を

見ないのは,単にその難解さのみに原因があ

るのではなく,上のような 『字晴』そのもの

22)HenriMasp6ro1912.日丘tudessurlaphon6tique
historiquedelalangueannamite,Lesinitiales,H
B.E.F.E.0.,t.XII,p.7,note1.

23)三根谷 『越南漠字音の研究Jp.16.
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の持つ欠陥が災いしているのではなかろうか｡

それではここで,『字晴』とは一体どのよう

な文字であるのか,その構造について一言 し

24)漢字そのものとは異なり表音化の方向-向かお
うとする強い傾向は見られたが,『字晴』の場合,
それが漠字音をベースにしたものであり限界は
目に見えていた｡漢字そのものが暗示的表音に●●●●●
過ぎないからである｡
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カン氏 ア イン 手 桶例 字鳴音 意味 漢超音

呼称 氏呼称

趨音 Al第2 l!LA tii 才能 t左i

義
両用

義
面
用

音
両倍

音
片
倍

ノ

＼

仮借

趨音 A2 第 1 E'符ー柑 bGa 護符 phltu
仮借

B 第 5 F'<yD l左m T る vl
仮借

漢越

同音 Cl 第 3

仮借

付加 Dl

削除D2
荏+音 E

打没』 mat - nl̂ot

F別L¶ blft 知 る b i 'e t

F削 mふi 新しV, m 誉 i

管.剛 kh苔 くどくど kty
kha 言 う

Er濁 j t,'ai 果物 ba+laL

義+義 F 会意 F杢』 tr〉i 天､空

Gl 第 1 Fll又Jl quo' か き集 qu8
形声 め る

告+義 C2 第 2 『軌 ｣ Cふ 草

形声

図1

ておかなければなるまい ｡ この文字の下位分

類は細か くすれば全 くキ リがないので詳 しく

は他の場所で論 じることにして,25)最近ベ ト

ナム人言語学者グェン ･タイ ･カン氏26)によ

って提示された平易な 『字晴』分類を筆者な

りに若干整理 して図表化 し,それに沿って簡

単に説明を試みてみよう｡上表のローマ字ア

ルファベ ットと数字がカン氏の分類記号で,

その右隣に,のちに詳 しく紹介することにし

ている同じくベ トナム人漢学者で,『字晴』

25) 『字晴』の分類については多くの学者がいろい

ろな所で論じているので参照されたい｡

三根谷 ｢安南語｣および 『越南漢字音の研究』
NguyさnKhacKham,oP.liz.
NguyさnQuiHもng1965. "Ch荘 Viさt," V̀an
PhamViet-tlTng荘h9C,PhantichhQC,'Saigon,
pp.151-227.
DlrCrngQuangHam1942. "LeChfiN6m ou
Ecriture Demotlque･ Son importance dams
L'EtudedeL'AncienneLitteratureAnnamite,"
BuZZetinGeneraldcZJ'in∫truciionPubZigue,No.
7.

NguyさnDltnhHda,oP.lit.
藤堂 『前掲書』

l̂
CO

の全般についてまっこうか ら取 り組

んだ最初の学者 とも言えるダオ ･ズ

イ ･アイン氏27)の分類呼称を付 して

おいた｡

『字晴』は左表のようにまず大き
く二つの範暗に分けられる｡すなわ

ち,漢字を原形のままでベ トナム語

に適合させる｢単一字晴｣,つまり｢仮

借字晴｣と,漢字にある種の加工を施

した り2-3個の漢字を重ね合わせた

りしてベ トナム語に適合させる ｢複

合字晴｣または ｢派生字晴』28)の二

つである｡

まず ｢単一字晴｣か ら見てみると,

これはさらに二つに分けられ,漢字

の音と義の両方をともに使用するも

の(A)と音か義のどちらか一方を借

用するものがある｡

音義両面の借用にはこれまた 2種

類あり,漢字を原形のままで音義ともに受け

継いだもの(Al)とベ トナム漢字音29)が成立

する以前の,つまり中国唐代以前の湊代,六

朝時代の古い伝統的音をそのまま受け継いで

ベ トナム語化 した俗に言 う ｢古漢越音｣30) を

表現する 『字晴』(A2)があり, とくに後者

の 『字晴』はそれが頻出する度合によって,

時代確定の不明な 『字晴』文献の時代確定作

業の重要な根拠になり得るものであ り,アィ

26)NguyさnTaiCan,Ⅹtan-ke-vich,N･V･1976･
"Di芸m quavainitvさtinhh主nhcaut争･OCh荘
N6m,"̀Ng6nNg任,'S62,pp･15-25･

27)DaoDuyAnh1975･ C̀htとN6m,nguBng6C,
caut争O,diさnbi6n･'Hanoi･

28)Can氏はこれを ｢自造字晴｣ch荘 N6m tlFt苧o
と呼んでいる｡Can,oP.citリPP.18-25.

29)紙数の都合でベトナム漠字音-漠越音について
全く触れることができなかったが,以下の諸論
文を参照されたい｡

三根谷 『越南漠字音の研究』;H.Masp6ro,oP.

cii.;王力 1958. ｢漠起語研究｣『漢語史論文
集』pp.290-406;藤堂 『前掲書』および1957.

『中国語音韻論』江南書院;冨田『前掲書』pp.4-5.

30)王力 ｢前掲論文｣などの呼称に従った｡
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ン氏はこれを ｢第 1仮借｣としてあとに述べ

るように極めて重視 している｡31)

次に,漢字の音もしくは義のどちらか一方

を借用する 『字晴』のうち,日本語の訓読法

のように音には全 く関係なく義のみを借用す

るものがB (例字は ｢為｣の省画形)で数の

点ではそれほど多くはない｡32)一方,意味に

は全 く無関係に音だけを借用するものしC)は,

漠越音と全 く同音のベ トナム語音に利用され

るもの (C1)と漠越音と音的類似はあるが声

母 (語頭子音) もしくは韻母 (介母音,主母

普,語末子音を含む) もしくは声調がやや異

なるベ トナム語音を暗示的に示す もの(C2)

の2種類がある｡

以上が ｢単一字晴｣もしくは ｢借用字晴｣

であるが,次に ｢複合字晴｣もしくは ｢派生

字晴｣と呼ばれる 『字晴』に話を移そう｡

まず第 1に,日本語で言えば ｢おどり字｣33)

に似たような符牒を右肩に付 したり,漢字の

部首を純粋に符牒化 して小 さく左肩に加えて

漢字との区別を表示 したもの (Dl)と,逆に

漢字の一部を削除することによってベ トナム

語音を暗示的に表示 したもの(D2)がある｡34)

後者は数の点ではごく限られたものである｡

｢複合事情｣にはさらに音と音とを組み合

わせる方式のもの(E)がある｡これはたとえ
まろ くめ

ば日本国字の ｢麿｣や ｢粂｣にその類例を見

出すことができるが,35) 『字晴』の場合は現

代ベ トナム語では既に消滅 してしまった声母

の子音群 (consonantcluster)を暗示的に示 し

たものであり,その存在の名残りを留める極

めて注目すべき種類の 『字晴』である｡しか

し,これも残念ながら数の点ではごく限られ

ている｡36)

また,音には全 く無頓着に意味同士を組み

合わせるいわゆる ｢会意｣形式のものLF)が
さか喜 とうげ

あり,これも日本国字の ｢榊 ｣や ｢峠 ｣に

その類例を見出すことができる｡37)事物,辛

象を概念化する際のベ トナム人の思考様式の

一端を窺わせる興味深いものであるが, これ

も数の点で限 られている｡38)

最後は,これが ｢複合字晴｣としては最 も

一般化した方式であったが,意義を担う漢字

と音を担う漢字を組み合わせるいわゆる形声

(語声)方式の 『字晴』である｡39) これには

また,漢字の部首または 『字晴』特有の部首

(｢巨｣と ｢司｣)を付加するもの(Gl)と漢字
そのものを原形のまま義符として添えるもの

(G2)の二つがある｡

『字晴』は大体以上のように分類されるが,

『字晴』研究およびその文献解読には漢字と

漢越音に精通することはもちろんのこと,上

のような構造を把握することも不可欠な条件

であることは言 うまでもない｡40)

Ⅴ 『字 晴』の 起 源

『字晴』が一般に普及 しなかった原因はい

くつか考えることができたが,だからと言っ

てこの文字が全 く私的なもので勝手気健なも

のでなかったことは上の構造を見ても明らか

31)Da･oDuyAnh,op.cit.,pp.66-76･
32)Can氏によると彼らの資料では約40個に過ぎな
いと言う.Can,oP.lit.,p.21,footnotell.
33)ベトナム語ではdaunhay｢ウィンク･マーク｣
と呼びならわしている｡

34)中国語の簡体字にこれと酷似した｢兵長｣(ping
p琵ng-pingpong)があるのは周知の通り｡
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である｡ 自由な部分はかなり残 しなが らもそ

れなりの体系を成 した文字であったことを私

たちは認めなければならない｡

35)朝鮮の国字 (漢字を改造したものという意味)
の｢賀｣(kal)や ｢亮｣(kos)なども同様の範境
に属すだろう｡藤本幸夫 1973.｢朝鮮の国字｣
Energy,Vol.10,No.2,pp.43-45.

36)deRhodcs,oP.cit.の辞書には,今日既に失わ
れてしまった子音複合b1-,m1-,tトがまだ登録さ
れている.例字のtraiは辞書ではblai.
37)朝鮮の国字 ｢壁｣(｢敷地｣の意)や ｢帖｣(｢嶺｣
｢峠｣の意)などもこの範境に属すと言えよう｡
藤本 ｢前掲論文｣pp.43-44.
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それではこのような体系を成す文字として●●●●●●●
の 『字晴』はいつごろ発生 したのであろうか｡

『字晴』の起源について内外の学者の間に意見

の対立を生 じている原因は,『字晴』の,文字●●
としての発生と体系を成す文字としての発生●●●●●●●

を明確に区別 していない点にある｡そこで本

論考ではこの点を明確に区別 してこれまでの

代表的な諸説を簡単に紹介 してみようと思 う｡

(1)『字晴』の文字としての発生●●

A 1世紀前後説
ザオチーターイ トウー

前漠の平帝の時に交祉 太 守 として赴任 し
ティツククワン クウチャン

た 錫 光 と後漠の光武帝によって九 真 の太
こヤムズイエン

守に任 じられた 任 延 の時代,両者による住
ゲイエツ ト

民教化政策の過程で発生 したとする｡(『 越
スールオツクタツプ

史 略 集 』<作者未詳>,ホア ･バ ン氏41))

B 2-3世紀説
わ に

日本における王仁に似てベ トナムにおける
ナムザオホツクトー シー

漢学の祖, ｢南交 学 祖｣として崇められる土
ニエツプ シーヴオン

壁 -士 王 によって始 められたとする｡以

下はその代表的主張である｡

･｢士王我国に来 りて40年余,人を教化伝播
せ しむるに我俗語を用いて義を説き漢字の文

句に通ぜ しむ｡ 呼び名を記す国語詩を集め嶺
チーナムフ丁ムヴン チ-

に従いて 『指南 品 菓』上下二巻を成す｣(『指
ナムゴツタ丁ムザイギア

南 玉 音解義』<15世紀 ?>)
38)Can氏によると約20例に過ぎないと言 うo
Can,op.lit.,p.23,footnote17.

39)朝鮮の国字 ｢独｣(tjan｢山羊｣)や ｢蛸｣(so｢舟
虫｣)などの存在も興味深い｡藤本 ｢前掲論文｣
p･43･いずれも声符が主で義符が従であろう｡

40) ｢字晴』の構造については以下の論文,辞書に
詳しいので参照されたい｡
間者 1933.｢論字嘱 (Ch荘N6m)之組織及其与

漢字之関渉｣『燕京学報』14期,pp.20ト242.
山本達郎 1935.｢間者氏,『論字晴(Ch荘N6m)
之組織及其与漢字之関渉』｣r東洋学報』12.2,
pp.140-151.
NguyさnQuangXi,VnVanKinh1971. T̀ll
DiさnCh荘N6m (『字典守字噛』).' TrungTam
HpCLieu,Saigon.

41)HoaB毘ng1970･"Ⅴ岩vand芭ch荘N6m,Gdpチ
vbi6ngbanTranVanGiapvさbai《Ngu8ng6c
ch荘N6m》,"̀Nghi仝nc血ユ1享chs任,'S6thang8,
tr.57-62.

･｢列国言語不同,-国有一国語,我国,自
士王詳以北音,其間百物猶未詳識,如推鳩不

知何烏,羊桃不知何木,此類甚多,是書註以
ダイ

国音,暦得備致,或有易知者,亦不必註｣(『大
ナムクオツタグー ヴ丁ンダークーシー

南 国 語』<義例篇> 文 多居士 1880)

･｢漢霊帝の頃中国から逃れて来た無名,有
名の学者を士壁が保護または利用 して,自分

の威信,政治権力を聾国にするためにベ トナ

ム人に漢学思想を教授させた｣(チャン･ヴァ

ン･ザ ップ氏42))

･｢土壁はベ トナム人に漢字を教え,記憶さ
せる際の工夫として,『字晴』を考案 した｡し
かも彼は中国旧広西省蒼梧郡広信の人であ り,

昔か らその土地で広 く用い られていた『字晴』

によく似た俗字に親 しんでいた｣(ソー･クオ

ン氏43))

C 8世紀説
フンフン ポーカイダイグォン

鴻興の死後の尊称 ｢布蓋大 王｣中に見える
ポー カイ
｢布｣しベ トナム語で ｢父｣の意味),｢蓋｣(ベ
トナム語で ｢母｣の意味) という二つの 『字

晴』の存在を根拠 とする｡(グェン･ヴァン･

トー氏,44)ズオン･クワン･-ム氏45))

D IO世紀説
ティン ダイコーヴイエツ ト コ~
丁 朝の国号｢大理 越 ｣中に見られる｢埋｣

42)TramV且nGiap,oP･cit･
43)S&Cuang1932･`̀ChBn6mvbiQu6cng諒,"

Nam Pho72g,No.172,pp.495-496･なお,氏に

よると中国末代の『嶺外代答』には『字噛』によ
く似た次のような文字が記されていると言う｡

(ノあ'd.,p.496)･

｢歪｣(小さい),｢垂｣(静かな)etc･
また,聞宥氏が研究した 『広西大平府訳語』に
も以下のような文字が見えると言う｡(西田｢前

掲論文｣p･42)･
｢屋穿｣(lao星),｢胴｣(kbai月)etc･
さらに現代広東語における以下のような表記法

も興味深い｡(中嶋幹起編 1977.『卑語常用語
集集』アジア･アフリカ言語文化研究所)0
｢脚｣(leih舌),｢也｣(naメス)etc･

44)NguyさnVanT61930･ "Langueetlitt6rature

annamites:NotescrltlqueSI,"B.E.i.E.0.,t.
XXX,pp.141-145.

45)DtrungQuangHa･m1943･̀VietNanVanHqC
S丘Yさu.' Hanoi,tr.1131120.

93



東南アジア研究 17巻1号

(ベ トナム語で ｢突出した｣の意味)の字の存

在に基づ く｡46)(グェン ･ヴァン ･トー氏47))

(2)『字晴』の体系を成す文字としての発生●●●●●●●

A 8-9世紀説
歴史音韻論の立場か ら, 『字晴』がベース

とするベ トナム漢字音の確立以前にはこの文

字の発生はあり得ず,ベ トナムが独立の時代

に入ろうとする瞬間に出現 したとする｡ (グ

エン ･タイ ･カン氏48))

B 10世紀説

漢字音が形成 され始めた8-9世紀よりやや
クツク

遅れ,905年のいわゆる ｢曲 氏建業｣を一つ
ゴ- デイン

の境 として,938年呉朝成立,968年 丁 朝成立,レ′-
980年袈朝成立へ と至る自主時代に旺胎 し,

リ-
1010年 に始まる李朝時代には十分確立 してい

たと見 る｡49)この説の根拠について はあとに

詳 しく紹介する｡(ダオ ･ズイ ･アィン氏50))

C 12-13世紀説
第 3章に述べたような歴史書の記述によっ
ハン トウエン

て韓 詮 の時代を 『字晴』の発生と一応見な

チャンズー トン ティエウフォン ニン

す｡また,1343年(陳 祐宗,紹 豊 3年)の寧
ビン ホータインソン

平省 (覗-ナム-ン省) の護 城 山の石碑を
グェンチヤイ ザーフアンカー

『字晴』最古の碑文とし,l玩 薦 の 『家 訓 歌』

を最古の文献として挙げ,『字晴』は陳朝に至
るまでに既に久 しく存在 し,発展 していたの

か も知れないとす る051)(H.Masp6ro氏,52)

P.Pel】iot,L Cadiさre氏53))

以上のような諸説54)は多 くは未だ臆断 の

域を出ていないと思われるが,最近になって

歴史音髄論を導入 し,『字噛』の構造そのもの

の変遷を詳 しく究明することによってその起

源を辿ろうと言 う方向が提起されつつあるこ

とは極めて注 目すべきことである｡中でもダ

オ ･ズイ ･アィン氏の最近の研究は非常に興

味深いものがある｡ 以下では主として氏の研

究を紹介 しつつ 『字晴』の構造そのものの変

遷を辿 り,またそれが 『字晴』の起源を求め

る作業に果た して有効な力を発揮することが

できるのか否か詳 しく検討を加えてみようと

思 う｡

Ⅵ 『字 晴』の 変 遷

アィン氏 は『字晴』を時代的に大きく三つの

段階に分 けている｡そ してその各段階におけ

る代表的作品を抽出 しそれ らの作品中の 『字

晴』の構造を一つ一つ分析 し,先に紹介 した

ような分類を施 しその一つ一つの種類の文字

を数量化 し全体の中に占める割合を出す｡そ

してそのような作業をすべての作品に通用 し

てその変遷の大まかな傾向を調査する｡一 口

レーダTン7- ダイダイエットスーキー

46)上の両 『字晴』は繁文休の『大 越 史記』(1272ゴーシ-リエン ダイ
年完成)には登録されていず,呉士達編の『大
ダイエットスーキートアントウ一

越 史記 全 書』 (1697年上梓)になって初め

て記録されていることをもってこの説に疑いを
さしはさむ人もいるO(DaoDuyAnh,oP.cz't.,
p.42).

47)NguyさnV且nT6,02.cit.
48)Nguy6nTaiCan1971.日C血lieung任amhoc
lichsBvbivandさthbikfⅩuathiencGaCh荘
N6m," Ǹg6nNg諒,'S61,tr.41.
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に言えば氏の研究はこのようなものである｡

まず氏が取 り上げた文献について若干解介

しておかねばなるまい｡

49)東アジア地域につぎつぎに発生した諸疑似漢字

との関連も考えられる｡当時の情況を,西田｢前
掲論文｣p.36より引用しておこう｡
｢東アジア地域で,十世紀頃になると,中国周
辺の有力民族は,次々に固有の文字を持ちだし
た｡それまで漢文を唯一の通達手段としていた
民族が,漢文にかわって自国語を,自国の固有

文字によって,しかも漢字に対抗できるような

重厚な字形を具えた文字を作り出して,書き表
わそうとした｡まずその代表的な動きが,漢字

に似せた字形の文字を作る方向となってあらわ
れた--･｣

50)DaoDuyAnh,oP･cit.ホータインソン
51)護城 山の石碑を確認したものは誰もいず,しか

ザ-フ丁ンカ-

も 『家訓歌』も後代の偽作と見る説が最近有力

である｡これらを 『字晴』最古の資料とするの
は問題であろう｡



冨田 :ベ トナムの民族俗字 F字噴』の構造 とその淵源

<第 1段階>
ヴアンパン

1) 雲 本寺の銅鏡 55)

字数が余 りに少な過ぎて体系的な資料とは

成 し難いものであるが,1958年に漁民が偶然,

海底か ら引き上げた ド一 ･ソンの雲本寺の銅

鐘で,11世紀後半 (1058年に建立された ド一

･ソン塔に遅れること18,9年の 1076年 ころ
リ-ニヤントン

と見 られる)の李 仁 宗時代つまり李朝半ばの

ものと見 られている｡
ノヾオアン

2) 報恩寺の碑文

諾 /# ィhk(,8号 Masp6roの言 う現禦 更

の 『字晴』碑文つまり護 城
ソン
山の碑文を捜 し求めているうちに,これまた

偶然に発見されたヴィン ･フー省イエン ･ラ

ン県タップ ･ミェウ社の報恩寺にある李朝末
リーカオ トン チ ビンロンウン

李高宗時代の治平龍応 5年(1209)の銘のある

碑文であり,そこに別された20個以上の互い

に異なる 『字晴』は今日,目にし得る 『字晴』

と根本的には全 く異ならない既に確固とした

体系を成 したものであると言 う｡つまり既に

13世紀の初めには 『字晴』は十分に体系化さ

れており,それ以前にかなり久 しい時間的経

過があったことを推測せ しめる証拠と成 し得

るものである｡Masp6roの言 う現存最古の碑

文が正 しく彼の言 うように1343年のものであ

るならば,それに先んずること1世紀 と30数

年前には既に十分体系化された 『字晴』が石

碑の上に刻み込まれていたことになるわけで

ある｡

52)H.Masp6ro,oP.cii.ただし碑文に記されている

という20個の村名を一つも挙げていない｡
53)P.Pelliot,L Cadiとre1904."Premiとre6tudesur

lessourcesannamitesdel'histoired'Annam,"
B.E.F.E.0.,t.IV,p.62.

54)その他の説については以下の論文参照｡
VuongLoc1975."Coupd'Ceilsllrl'6volutionde
lalanguevietnamienne,"Etude∫Vietnamien718∫,
No.40,pp.15-18.

55)TramHuy】】a1963."Me'tquachu6ng700nam

dtrbidaybign,= T̀aqu6C,∫S6thang3で初め
て紹介されたものであるが,年号確定には未だ
疑いが残る｡

ティエントンバンハイン
3) 『禅 宗本 行 』8賦中4賦

クーチャンラツクダオ

A ｢居 座 楽 道｣
ダックトウーラム トウエンタインダオ

B ｢得 趣 林 泉 成 道｣
チヤンニヤン トン

(陳 仁 宗 1258-1308)

その文体 (詩型),『字晴』使用法,語句の
新旧,内容に至るまですべての角度か らの分

析によって これが陳仁宗その人の賦であるこ

とを氏は詳 しく論証 している｡もしこの説が

正 しいとするならば Masp6roの言う現存最
ザーフ丁ンカー

古の文献 『家 訓 歌』よりやはり1世紀以上 も

古い時代の 『字晴』ということになろう｡
ゲインホアイエントウ チユツクラム フエンクワン

C ｢詠 花 安 寺｣(竹 林派第三祖 玄 光 )
玄光自身の賦か否かは疑いが残るとしても

陳代のものであろうと言 う｡
ザオ トウ-

D ｢教 子 ｣
チヤングエンマックデインチー

状 元 莫 挺 之の死 して陰府に入 りてより

7日,地獄を垣間見て,生きかえりて子供に

教えるの賦とあると言 うが内容的には4第の

賦中最 も劣っており後代の付会ではないかと

する｡にもかかわ らずその用字法か ら陳代の

ものであると断定 し得る多 くの要素を有 して

いると言 う｡

その他,陳代末までのこの段階に入れるこ

とが可能と思われる作品に次のものを挙げて

いる｡
ティエンT.ンコアフーグールック トウエティン

4) 『禅 宗課虚語 録 』(慧 浄 禅師)
チヤンズエ トン

禅師は陳末の 陳 容宗時代 の人 であると言

う説が最近有力で,その用字法からもこの作

品は陳朝末遅 くとも繁朝初期のものではない

かとしているO 因みにこの作品はかの有名な
チャンクーイ トン コアフールツタ

仏学書,陳 太 宗(1218-77)の 『課虚 録』の

解釈本である｡

<第 2段階>
チ-ナムゴツタ7ムザイギT

l) 『指南 玉 音解義』

六八体で書かれた一種の漠越字典であ り,

氏によると極めて貴重で科学的価値のある文

献と言う｡現在目にし得るものは1761年 (景

興22年)の亥腔口本ではあるが後代の改変は少
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グエンチヤイ クオツク

なくその用字法は次に述べる院 薦 の 『国
7ムテイタツブ

音詩 集 』に近 くそれよりもやや古いものでは

ないかと言 う｡いずれにしろ黍朝初期のもの

であろうと言う｡

2) 『国音詩集』
グェンチ十イ

院 薦 の最も有名な 『字晴』詩集で,彼の
ウツクチヤイズイタツプ

『抑 斎 遺 集 』の第七章を占めるものである｡

古い 『字晴』の形態を留める袈朝初期の作品

と言 う｡
ホンドゥツククオツクTムティタップ

3) F洪 徳 国 音詩 集 』
ダムグアンレー レークイントン

帝 文 礼によって袈 聖 宗(1460-97)の主宰
タオダン ニータップ/<ツトトウ～

する騒壇会のメンバー二 十 八 宿 の詩 を 蒐

集 したものと言われ,聖宗の晩年または没後

に成ったものとされている｡袈朝聖宗治下で

見事花開いた 『字晴』による民族語詩の代表

ともされるものである｡

<第 2-第 3段階過渡期>
チエエンキーマンルックサイ丁ム

『伝 奇漫 録 解音』
マツク

1527年に起こった 莫 朝の末, すなわち16
グエンズー

世紀末ごろ世に出たと言われている｡院 塊の
チエエンキーマンルック グエンテーギー

『伝 奇 漫 録 』を同時代の院 世宜が解音 した

ものであり,その用字法は第 2段階から第 3

段階の過渡期的状況を示 していると言う｡

<第3段階>
ホ丁ティエンキー

1) 『花 茎 記』
グエンフイトウ

中国明朝の通俗小説を 院 輝似 (1743-90)
ズイエン丁ム ホ丁ティエン

が韻文詩の形式に翻訳- 演 音 した 『花 集
チユエン

伝 』のいわば原形 とでも言えるもので,輝

似の家族が手写 して久 しく家蔵 していたもの

が最近発見され,1961年にアィン氏たちによ
クオツタグー

って 国 語字に翻字されたものである｡ 『花

篭伝』に比べその 『字晴』の使用法が原本に

より近いと言われ,18世紀末教朝末期のもの

と見 られる｡
キムゲ丁ンキユウタンチユエン

2) 『金 雲 勉 新 伝 』

ベ トナムの国民文学の最高傑作,古典の代

表作品,民族のことばの宝庫など数々の形容

詞を冠され,ベ トナム人に今日でも最 も愛読

されている古典文学作品の一つであり,中国

96

の通俗小説の演音であると言 う点でも, 『字

晴』による六八体詩であると言う点でも最 も
グエンズ-

典型的な作品と言えよう｡ 院朝初期の担元侠

(1765-1820)の作品であるo
ダイナムクオツタスーズイユンカー

3) 『大南 国 史 演 歌』

第 3章参照｡その用字法はかなり原則的で

この時代の代表として信頼に足る作品である

と言 う｡これまでに挙げた他の諸作品と異な

り歴史叙事詩であり,借用漢語 (とくにカン

氏の言 うAl)の比率が高 くなることはやむを

得ない｡

アィン氏は以上の諸作品をそれぞれの段階

の代表として挙げ,このうち第 1段階の全作

品,第 2段階の 『国語詩集｣,第 3段階の 『花

篭記』と 『大南国史演歌』について,具体的

数字を挙げてその 『字晴』使用法を浮き彫 り

にしその変遷を辿っている｡次頁の表はそれ

を図表化 してまとめたものである｡数字に若

干矛盾するところがあり修正可能な部分はで

きるだけ修正 したが,不可能な部分はそのま

まにしておいた｡

取 り扱われた文献の数が少な く,そこか ら

断定的な結論は引き出し難いが,その構造の

変遷に見 られる一般的傾向を描き出すことは

可能である｡氏の仮説をさらに簡略化 した98

ページの図を参照 しながら論を進めようo

すなわち,『字晴』の発生か ら揺藍期にかけ
ての第 1段階では圧倒的に漢字を原形のまま

借用するいわゆる仮借字が多く,中でもアィ

ン氏の言 う第 1仮借,第 2仮借の占める割合

が高い｡(報恩寺碑文で,第 1,第 2仮借より

第 3,第 4仮借が圧倒的に多いのは,ベ トナム

語の地名,人名を多 く書き記 しているためで

ある)｡ しかも漠字音確立以前の,つまり唐代

以前の中国音を直接保存する,アイン氏の言

う第 1仮借字の頻出率が全体として高いこと

も興味深い｡またこの段階において既に形声

文字も安定 した頻度を保ち,この時期には既

に借用漢字のみでベ トナム語を暗示すること
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表 1

臆 兜 嘉21 宗主 嘉三 品2総字数

<第 1段階>

1) 雲本寺銅鐘

2) 報恩寺碑文

3) 『禅宗本行』(8賦中4賦)

A ｢居塵楽道｣ 1482

B ｢得趣林泉成道｣ 336

C ｢詠花安寺｣

D ｢教子｣

4) 『禅宗課虚語録』

<第 2段階>

1) 『指南玉音解義』

2) 『国音詩集』

3) 『洪徳国音詩集』

<第 2-第 3段階過渡期>

『伝奇漫録解音』

<第 3段階>

1) 『花等記』

2) 『金雲勉新伝』

3) 『大南国史演歌』

642

序文
300

538

頭 2章
303

頭100句
700

仮借 仮借 仮借 仮借

1 1

1 2 13 2
5% 8% 54% 8%
(13%) (62%)

112 807
8% 54%
(62%)

13 156
4% 46%
(50%)

60 225
9% 35%
(44%)

10 100
3% 33%
(36%)

128 316
9% 21%
(30%)

34 93
10% 28%
(38%)

63 113
10% 18%
(28%)

39 100
13% 33%
(46%)

32 144 54 151
6% 27% 10% 28%
(33%) (38%)

23 96
8% 34%
(42%)

33 372
5% 53%
(58%)

の不可能なことが認識されていたのではない

かと思われる｡ところが第 1段階の終わりに

位置する 『禅宗課虚語録』あたりを境にして
第 1および第2仮借字が目立って減 り始める｡

つまり漢語をそのまま音義ともに借用する度

合が減 りその代 りにベ トナム語そのものが表

面に現われて くるのである｡ それは第 4仮借

(C2)の漸増 という形で現われているのでは

28 54
9% 15%
(24%)

37 90
5% 13%
(18%)

B GI G2
第 5 第 1 第2
仮 借 形声 形 声 会意

121
22%

100
33%

90 71
13% 10%
(23%)

ないかとアィン氏は推測する｡ もう一つの傾

向は,次の第 2段階において一旦形声文字が

減少することである｡つまり,声符と義符の

複合という造字の原理の当然の帰結として,

複雑化 し過ぎたこの種の文字が逆に簡易化を

目ざして再び仮借の字を利用する方向へと逆

戻 りする｡ これ も第 4仮借へ流れ込んだので

はない かとアィン氏は推測するC そして第 3

97
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類令氏ンカ

A

A

B
C

C

D

D

E
F
G

G

1

2

1

2

1

2

1

2

顎鮒

鯛

鯛

餓

鯛

鵬

ン

2
1

5

3

4

ィ

第

第

第

第

第

ア

&;
I;

形

形

意

1

2

会

第

第

時代区分

く1〉 く2〉
･一一一一一一一一一一, 漢

く3〉

図2

の段階になると,上の傾向は益々助長される

一方,上で増加 した第 4仮借字つまりベ トナ

ム漠字音でベ トナム語音を暗示的に示 してい

たものが,漠字音の保守性が語･音の変化につ

いて行けず,その甚だしい帝離ゆえに,さら

に合理化,正確化,視覚化を目指 して再び形

声文字に頼ろうとする傾向

が出て来ると言う｡この時

期に 『字晴』は欄熟期を迎

えることになるわけである｡

氏の仮説が十分に説得性

を持つためには,さらに多

くの 『字晴』本についても

同様の統計的作業が成され

ることが必要であると思わ

れる｡ 『字噛』の構造を一層細分類しつつこ

の作業を進めるならば 『字晴』の新旧を計る,

香,時代確定の不明な 『字晴』文献の新旧を

も計り得るいわば ｢カーボン14｣のような基

準が得 られるのではないかと期待される｡

Ⅶ お わ り に

未解読,未翻音のままベ トナムの図書館お

よびベ トナム各地に,さらには旧宗主国のフ

ランスの図書館,博物館に眠っている 『字晴』

文献は恐 らく数千にも上ると思われる｡56)漢

字,『字晴』ともに廃絶されたいまとなっては
そのまま日の目を見ないで終わって しまう公

算が大である｡このような事態はベ トナム人

にとってもベ トナムを研究する私たちにとっ

ても最大の損失と言わなければならない｡ア

56)ベトナムの社会科学図書館だけでも1,186冊に
上ると言う.Anh,op･cit･,p.9.
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ィン氏はその非を鳴 らし,とくに若い人に『字

晴』研究の重要性を呼びかけ,その具体的研

究方法まで平易に解説 している｡

『字晴』研究の必要条件はまず漢字に精通

すること｡ 十分条件はその構造を知りその起

源と各時代における変遷を把握すること｡さ

らにこれらの条件を満たすため,その背景と

なるべきベ トナム語と漠越語の歴史音韻論的

知識が是非とも必要とされることをくり返 し

主張 している｡全 く同感である｡


